
17 

官時一

アルタクレェー 1レ行俸の宗教史的ー背景

時
戸 藤 義 数

o 
ノぐーノ〈クの子アノレタクシヱーノVの行{専 (Karnamaki Artaがeri Papakan)はサ

ーサーソ王朝の関組アノV タクシエーノレ一世以下， シャーププブ }V一世， すーブ

ノレマズ F'一世にまでわたって説き及んではいるが，本書の{賃値は，史稽として

よりもむしろ，イラ γの宗政史上に占めるその獅特の地歩にあるというべきで

あろう O 従って本論もまた，箇中の消息、を明らかならしめようとするにはかな

らない O さて，この行停に登場する Anosak-zatの子l¥Hllllkなる人物(よとの行跡の

v @ 
一部は pp.15， 16 ~参照〉についてみるに， Sahnam誌hではl¥iihrakとなっており，

① 

Nlildeke， Bezzenberger's Beitr辻gcIV p. 52仔.もこれに倣って行i専の形を Mitlu'ak

と讃んでいる(これに射し Sanjana，Kn. VI 18任.; NosherwCi.n， Kn. ~ 89任らは Mitruk

と誠むも根様セ皐げていたい〉。しかしむ.の讃み方が本来の形を停えぬ場合の

多いことは周知のことで， 行博についてはすでに夙く Ne;Ideke，op. cit. p. 46 

n. 2も Kn.~ 61の B111511・の Tb'kについて，後者が草なる分別黙の打ち

違いによるものではなくして，かかる形に穂枕したのは Sn.以前のことだろう

といっているっこれは， Mihrakなる Sn.の讃み方にも拘らず， Mtnnkが他の

讃み方を許容しうることを示唆するものであろう。かかる見地から筆者は，

1 Ierzfeld， ApI. p. 133 f.がこれを Mahrokと誠んでいることに3費者の注意を

喚起したい。氏はこの讃み方を葉イ寸けるために， Bar ]Jahlul ccl. RlIbens DlIval 

col. 1002 f.にみえるぺヅレへムの十二マギ中の Myhnvqbar IIwl1m 即ち Mihroq

bar IIuvahmを援用している。1¥Iarqllart，U ntcrsllchllugcnχur Geschichte von Erall 

U， p. 13汀.はかれを Av.l¥Iadraval叫 (Yt.13J川〉のi博推とし，父 1Iuvahmを

l\lã仇~avãka の子 Vahma己Dãta と開法があるものとしている o そして同じくシソ

アj持者 TheBook of the see cu. ¥Vallis Blldge chaドt.37 (Marqna叫 叩 .cit. p. Drf.) 
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には Zal'・agustが Gusnasp王と Sysnと1¥'lhymdとに説法したことが見えてい

るから，ここのl¥1i1u・L)q を以てザラスシュトラ救徒l¥lasravaI王aの轄枇とする

殺を長賞なものと認めねばならぬ。けだし Gusnaspは Vistaspa(ザ殺の阿育

壬)， Sysnはずラスシュトラの使徒 Saena(n. 13J1; Audilu i Sagast.I.n 102)， 1¥'1h-

ymdはずラユシュトラの従弟にしてその第一弟子となれる Mail3yoim初!日(¥'t.

139; ; y. [.119) だからである。少くともこれらの事情は，かのマギ Mihrliqがず敬

の使徒たるに値いすることを設するものであり，またそれとともにこの人名が

正統探のず教的構威をもった聖職者の名として，中世イラ γの精紳界に惇.持さ

れていたことを諾するものであろう O またl¥lasravaka>Mahrok> lVlihroq な

る移行は，何等の設明を要せずして自明である。

問題はむしろかかる背景をもっ Mahr誌なるものが，敬度なず救徒とされる

Artaxserの敵となっているのは何故かというところにある。かかる課題は未だ

提起されたこともなく， ApI. 1. c. もただ行，博の Mtnnkを Mahrokと諌んで

Av. Masra vakaに湖及させているにすぎない。筆者はこの課題を解く手掛り

として，まずアウェユタに出るかれの矯人を知る必要があるo Yt. 13(()jによる

と

Saimuziの子にして aesrapaiti たり hamiopaitiたる雲 Mabravaka.のプラ

ワジをわれらは崇む一ーかれはいとも多くの極悪にして伽陀を低請し

(+ gasr・O.asravayantam)， アシャを段ちアシャに叛き， アプに叛きラトウ

に叛き〈世を〉畏怖せしめ， プラワシを宏、らしめたるやからを打ち殺した

るなり一一Asavaが醸す敵意に針抗せんがために

とある。ザ救系停統においては ai:Orapaitiを巨人て宗政上の師とみ， 更にかかる

④ 

開濯を離れての師一般をも意味するに至っている O しかるに a;:;srapaiti>herpat

は問殺体承においては奔火殺義と結びついてあらわれていることが多く，この

傾向は Aんra加加a山mし. m示五r記E，i郎5ぷ5託a，， 10αrχ叫(10ぱf日向reピ11 が heむ訂rp閃〉涜川a抗tと訓ぜられることともよく

契イ令~ し (σF句勺.冶，'ra仁mωよah:mg Pa切仙)ahlけl凶a川町a¥'i口げ山川、Vれ，ぺ叫ik王 e吋【d.Ju川川If

異'I~仰悦f弁主1: を夕知:羽日ることが出京よう O この男I~において興味のあることはバノVグの近くに

あったとされる都城Panきahir(¥'aqut ed. Wihtcllfdd 1， i-13) で 11五火者jj11 を意味す
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るこの名は Y.17l!およびそれを解説せる GrBι1.12211 ff.，就中その 1231 に

μ 壬種の火創造せられたり 11 と頭書して B;;)l・;;)zi.savang以下の五火を取扱える

ものによって，東イラ yにJ集えていた拝火教義の徐影を惇えるものといってよ

い (Hyde. Hiβtori:~ Religionis veterlllll PerSar1ll1l p. 104 f.にもんラト近郊のUI上に奔火

施設0あづたことが暗示されている)。かの a~ßrapaiti はかかる拝火殺の祭司であっ

たに相違なく，その職能は Vid. 4~:; の示唆しているように，戎る種の祭式文の

怯請， ~p ち高雄でなく(氏韓を以てする菰諦を伴うものであった。そうすると，

かかるl¥1adr・a¥'akaが討滅した相手のなかに 11伽陀を低諦するやから 11 が含ま

れていて矛盾を来すのであるが， この矛盾が寅は Madrav五ka 主解明する手掛

りとなるのである。この矛盾は後段において解決を輿えられるために，そのま

ま存在すべきものである。従って 11Asa.vaが醸す敵意に撃す抗せんがために 11 と

ある文中の As五vaが， Yt. 8，w において μ 伽陀を低諦する ASava(AUva・ asra-

vayat.gadaー)11 といわれているのは嘗然であろう O またこの aesrapaitiと並出

する hamiヤaitiは， Bartholomae， GrIr Ph. 1 1 ~ 268， n. 50や Darmesteter， E t. 

1r. 1 92， 11. 2， ZC11d Avesta II 472， n. 159， II 535， n. 205 らのいうように，そ

の前分 hamiu- は 01.samiuhに比せらるべきもので "Brenllholz，la bLlche 

sacriticiale 11 なるべく，然りとすれば hami(Jpaitiも aedrapaitiとほぼ同義の宗

敬語とみることが出来ょう o さてこそ aedraーを hamiu-の語根 Av.id/01. idh 

/1燃やすげの源生詞とする Darmesteter1. c.の設ある所以であるが， これは

¥Vikander， Fellerpriester p. 20.によっても採り上げられ， u: a: {}の聞に方言的

交替の見られるところを以て a~ð-raーの δ を説明しようと;企てられた。

ところで Mar'Jra¥' aka を惇える Yt.13!(出は)'t.1313!iとの問に密筏な関係を

有している:

Sama家の K;)t・:::Isaspa-一一長髪者 (gaeSll)にして141の村:主 (gaoa.vara) た

お塾 K;;)[・dsaspaのブラワシをわれらは崇む，豪腕(1I rra bazll)に針杭せん

ために，康大なる前面もち，成大なるl附幡 (drafSa) もち，高き 1¥指幡もち，

かざせる1¥噌11活もち，潜血の1¥1指|除携うる軍勢 (haen江)に(針抗せんがため

に入破壊を限し Ci1f:を〉畏怖せしめ，人間を殺し，憐』関の情なき賊徒
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VayLU" asma upamanthat pi凶判 smakunannama I ~~ç'l vi~ásya patrel)a yふl
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語
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品

(gaua) (に針抗せんがために)，賊徒の限す敵意に針抗せんがために

とある。この~ 136 は~ 105と杢く同ーの構成を有している(¥Vik:tn加， V江戸1T 

p. 108町。文中， K;:}l・;:}saspaの料栴 gaesu (cf. ¥'. !\o) は Kr~l)a の存1M惇 keSava に

桐麿し， gacia.vara (cf. V. t\o) は同じく Kr~l~a の紳和~ gadaιlhara， gaιlabhrt， gadin 

に下目標する司そして OI.kgi11は周知のごとく Rudra-Civa派の行者 (vratya)

にして， かれらは長髪をー特色となし， その Ruclraとの聞係、は極めて古く，

13-gveda X 136，に

Rllclrel~âpibat saha I! 

とあり，ノレドラの崇拝者 kgillのすノレギアスチックな一両が活寓されているQ

この Rudra-Çiva 派の行者 lfegi11 の携える引Ja の橡型を成すものこそ Kr~，]a

を崇める vratyaたちの grhapatiが持つ pratodaなのであって，この勤におい 警

てもまた Kr~l]a は Rudra と密持な閥係にあることがわかるとともに，イラ γ

の Krsnaたる K;:}I・;)saSl泊も lミuc1raと無線でなかったことが尻駅されるであろ

う。 イランに才お;川しい1ては RえむII肌l(ゆι

ており，それが ιlaevajcleva紳群に属して皮斥されていることは筆者が他所に

角寄れたところである Ot!¥f高H イマとた|鳴 H 束力原論集第三 p・目的コ K;)I・;:}sa.spaと ιlaeva

Saurvaとの間接的関連を示唆するものの一つは寅にかれの名前そのものであ

ると筆者は考えるがI伐に，以下にこれが班由を開陳しなければならぬ。

およそ K;;>l'・~sasl況が川痩馬の持主川の義とは今も執f坊に主張されているが
l
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寸ベき Av.L3r3saはJ草仰には在諸されず，また合成詞においてもその存在は

疑問である。 kd1'・;)saを以てする合成詞は悉く人名であって，つぎのごときもの

である。

(4-) Kdr;)saspa 

a

n

 

d

a

 

z

v
・h

a

ソ
ん

v

o

 

a

a

 

ud

巳け

3

3

 

V

A

V

且

3

3

 

r

k

r

k

 

v
t
a

，a・4

4

i

Q

J

U

 

(

(

 

(2) 1く;;>r・;)salll

まず (1)K;)r;)sa vazclaであらが，かれがK.aviIIausravahに迫摘されたことを

Yt. 197'f は次のように体えているが，そこには昭一形1-，:;;l1・;)saも北間しているの

竜一

n
t
s
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で|極めて興味がある。

(栄光その身にあり〉ければ KaviHaosravahはかの k;)r;)saに(勝てり〉

mairyaたるツラン人 Franrasyanと(その弟)K;)r;)sa vaztlaとをか

れは締せり・・

とある Q ここで最も蓋然性のあるのは， K31・;)saと K;)r;)savazdaの前分との間に

語原解読の詩戯が存するだろうということである。 k;)r;)saを AirヘVb. 469は

JμJ 、¥Veg許ela勾ge引rc1'α叫r九 Str刀olch"(似、Y口't.1山16，1叫!)叫)入T円仏7

とみている。 また K;)l・;)savazdaは AirWb.469f.には K;)r;)savazdahとあり，

その後分に Y.49
10 の vazdanha (曜教具格〉 と同ーの語をみとめて μmagere

。1.i. geringe) Ausclaucr besitχend "の謂なるべしというも (Composesp. 100も同箇[)

テキストそのままを受容れ且つ前記 p.4に息げた人名中， (3)と (4)がその後分

に動物名を擁している事J賓との問に調和をはかろうとするならば， ここの後分

は vazllaとして Afg.vazda "議弘との閥漣を考えることも出来よう oAv. vazι1-

var (Y. 31山内1)が 11己vakih11佳美 H とパフラゲィー諸課され，更に p1varatvam

と党語課されていることは，特に注目されてよい。しかもこの膏が家密のそれ

に適用されることは， ヤムの第十誠 (DkM.~D86-11) 中に，山羊や羊の 1/ 膏づくこ

と〈11zyIII-y'yF を取扱えるに徴して明らかで、ある (DkM・ ~9!);;-7をも参照)0 nzynry'は

vazdval・1hと讃んで μ背づくこと"と解するのが最も妥嘗だろう。残るところは

k;)l・;)sa と K;)l・;)savazι1aの前分とに共通の語義であるが，これをみたす最適のも

のは IE. ~kar- 11堅き 11 (れ lωO1y，p. 5:31 f. ← cf. Got. h:lrdus 11 hard，山けng"， lJOlll. Kρaruc 

" ，>trnngつなるべく，ここの k;)r;)saとの関連については，次に取扱うべき K;)l・;)s-

ani/IQ-shulを併せ考えると，むしろ前記 kaトの k1炭張形 krkーを思定するの

が合理的であるように思われる。この考え方が正しければ k;)r;)saは本来Rz小

侮蔑の概念ではないが， それが mairya集問の闘員そのものかその脳性かを示

すに用いられるところから，この集闘を般斥する正統仮ザ教によって庇斥的諮・

義，おそらくは μ したたかもの 11ほどの詞を¥1武典されたのではなかろうか。こ

の考え方は Yt.11(]や N'ir.~S 26， 53 (¥Va:lg， Nir:lJlgist:iu pp・tiO，U1j f・参照)にもより

よさF坪揮を典えるであろう Q iZ而のk;Jr;)saに IE.(kerι:) kork-: lq公"減せ
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たる "(Pokorny，p. 581一一尤も氏は Av.lor~sa をも OI. krcaμ 痩せたる"と

ともにこれに嵐せしめているが〉 を擬することは尖嘗でないのみか， 人名 (3)

K;:'1・3saoxh11において解決至難な矛盾に逢着するであろう。

つぎの(2)K;:ll・;}sa1llは Y.9~~ につぎのように博えられている:

Haomaはまことにかれ K;;l1・dSa1llを壬座より 引き倒せしが，そ(のグノレサ

一二〉は王様欲もて増長し，そは〈かく)言いいたりき :μ これよりのち，

adravan， (雲典の)講樺を弘むるためにわが闘を遊行することなかれο

(さもなくば)かれは(わが〉築えのすべてを征服せん(わが〉築えの

すべてを打滅ぼさん μ と。

すなわち K;;ll・;;lsal1lは a/Jravanと針立的立場にあって， これと相容れない存

在であるの ai9ravanを有するアゲェスタ句が最後のアゲェスタ編纂に際して挿

入されたものであり，決して古いものではないとしても，それは asl・avanそ

のものの古くより存していたことを少しも妨げるものではない。マグバト集問

がずラユシュトラ以前の汎アーリヤ的要素をも博えていたことは， アゼノ[//ずイ

ジャ yのマギ族が安息、王朝時代くまたはそれ以前〉にアノレメニアに媒介した

V;;ll・::>drarnaが最古の汎アークヤ的紳話を想起せしめる形態を保持しているこ

とによって明らかである。メテデ、、イアの V~訂r~(仇?ra町rn悶1旧a 紳話においてその讃讃、歌歌.を前

していたといわれる言詩争人を Dinonは 'Arη7'μ'apラ肝C' toπo(勾ヲT寸手やξ とよんでで.いる (件At山h川1吋昨c-

nae引の日s，Di刷p卯〉川削削n町noο仰}

務場するならば Atharva vecla が Atharvã Îl girasal~ とよばれたり Vcda にお

いて Atharvanが Aitgirasと投出したりするのに徴して， メディアに ad-ravan

の存していたこと，またそれがながく保持されていたことも想察するに難くな

く，マグバト殺闘がこの古語をもっておのが敢闘一一ーへ -JVノJト政闘に優位す

るものとしての白閣を袷わすに拾ったとする (Wikander，Feuc市町tcrp. ~O.l; 1 )er ari出chc

M町Mii江in川山u

五n凶11 は K;:'1・~savazcla と同じく， mal1-ya集聞に腐すべき lordsaでなければなら

ぬ円そして K::l l・3moxhn， K31・~saspa に(放って K::ll・;)sãni にもその後分に動物名

を擬するとならば，語，恨 an-"n子吸する"またはそのU民生形を考える立場 (WiJ、;U¥-



t 
iUi 

内。
】リアノlダクシェ - J~ 行博の宗教史的ー背景(伊藤)

、F
、ー・(Mayr1ll1fl'r， p. ~C3 は不可)。とは絶緑しなければならぬであろうder， Vayu 1 p. 83 ff.) 

01. 1むcanllの方が啓後的であるように恩われる。かれは殊にの貼においても，

それが人界に盗み去られんとするのを阻止しよう天界ソーマの守護者として，

さらに重要なことはかれがと企てたが(何・ lV:2i3， I~ iIJ-一-cf.Aitarcya Br. 1 II ::(1) ， 

Rlldra (早g.1 11:221)， の援助をうけたりAcvin (= Nasatyaj Av. NalJhaisya) 

、戸

、ーーしていることであって，と共に喚請されたり (l~g. X u-lS) carvaj.Av. Saurva) 

その前分 k;;ll・;)saーが K;)l羽 a-れはかれの malrya的性格を露呈するものであり，

にはall11 そしてその後分のそれと等しいことを知るに足るであろう。vazlla 

ュ官終的にはこれをジに相等するものを認めて，11 ass 
11 

aSl1lus Lat. 3νoε， Gr. 

に湖及せしむべきであろうか(このゐ閃く~U1SU についてはf
 qd 

qu a
 

J
 

v 
ansu ュメノV諾

Buck， A Dictionary of Selccteu 内刊、nymsin the P巾 cipal Indn-El1叫】E訓T.:Ulguagcs，p. 17~ f.参照)0

ujiなる会然りとすれば kl351111/K913S511iは"5員脇の持主げの謂となるべく，

またかかる成詞末昔の相違は雨語における噌好の相違に基づくものであろう Q

文字"とAccacl. tUPPll， dUPPllが OPers.dipiμ 碑文，外語の受容については，

更にインドに入って lipiとなれる例を参照したい(但しこれには別の考ど}jもなり，

ある，詳細は1¥Ic元日ina，L'ammako :UltIcO p. :26参照)。

かれは他の諸人物とともに Yt.13101 の場合をみるに，つぎに(3)Kdl・3saoxga11

聖なるかれら一々のブラワシをわれらは崇めるとあ例のごとく，に並P}lされ，

つぎの通りである:それらの人物をテキストの順に従って示すと，るO

Yuχtavam (b) (a)χail-ivail-i 
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( d) K;)rdSaOχゐ11(c) Sriraoxsan 

(f) Virえz(e) Vanara 

sllJi.src ¥
Bノ
'

、
••. ー

/，、、(g) Nijara (去す¥)
(j) Tizya尚 i(i) Ik)rdzyarsti 

Vaeχyarsti (1) (k) P;)l・;)dvar・sti

話義はそれぞれ失の泊りである:

(a)金色の鎧をもてる (Air¥Vb.lGl)~)， 

(b)鋭をまとえる (Air¥VIJ.1:30])， 

'¥t.
，F
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(c)美しき牡牛をもてる (Air¥Yb.Hi!i)， 

((l) kdr~Sa 的牡牛をもてる，

(e) 勇士を征服せる〈くホva.l1:.1-nar-ao 短音の連績士避けるために同音省III~ と a の代償

延長全作う一一 Cnlllposesp・35f.および p.198 f.)， 

(f)周閣に君臨せるのi-raz)，または，戦士に君臨せる(< v ira-raza) (Air¥¥'1ん

145り，

(g)老衰を洗除せる C<ホnija.-jar-ao nïþ. については n~t~g- /1沈除する 1/ Yt. 8
13に

は u ここなる一切庶類より一切の付j長引先除して (n:.ttnihiti)かれらを治療するもの仰と

あら o j:げについては， Av. zairin~t. z:.tunma， ;-;aUI¥'an， ~7，ar;:)ta ， a-zar;:.lma :.t-7，川

る市句*7.:匁:trμ

長はみLれなLい、つ)，

(οh)救主怒控E者の喚韓伺にあるもの(件Ai凶凸V叫lわ，ん.uωG8め)，

(ωiり)高き槍をもてる(件似A川ir凸川、

(j)尖れる槍をもてる(休仰A川ir刈、¥-¥'、，¥'I川'J，.九.0ωti4り)， 

(kめ〉庚き(支忍Lある〉槍をもてる(似Airハ州1

(ω!り)槍を揮うもの(似Ap凶1. p. 77 ・)0

これらの人名を通覧すると，名前が順次に二つ宛ほぼ同義または知義の語で

あることがわかる O そうすると kdl・dsaを前分とするふり K3r3saoxgallも (c)

S1・irao;(ゐ11 と甚しく具るかまたは針臓的なるがごとき意味ではなく，従ってそ

の k::>1・;)saは 01.krca"波せたる 11ではなくして，筆者がさきに k;)l・dsa.. 

K:)lつsa¥'azclaに想定したる 11ryMき，強大なる 11 の義ではなかろうか。またこの

Yt. 13101に出る一連の人名は Vayll 崇拝に関連をもっているように思われる，

けだしソユ l、中(j)一(1)は Yt.15刊に Vayuがみずから脱している名と全く

[;-;Jじであり， (i)さえも Vayllの名であったろうと推定されもするからである C

これを別の方面からいうならば，本来よりすれば疋統波ず救によって蛍然排斥

さるべき筈の mairya集聞には k;)rdSaを前分とする合成詞名を名乗る人物の

いたことが反顕されるわけである。かかる見地よりするも， (4) K:Jr;Jsaspaは桜

めて注目される。今や 01.KIdsvaが存するにも拘らず，われわれはこれを
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この筆者の立場ともよく調の義に解すべきはいうまでもない。μ 伴馬の持主/1

の立場である (cf.ApI. 704 his ¥VorId p. Herzfelcl， Zoroaster alld 和するものは

θritaの子 K;;;n・dsaspaのその博設とAdwyaθ1・aaaona!:!04 f.)。氏によれば• 
、21
 

イラ γにおける二異形でザーグというよ U古い紳話の，Trita Aptya れとは，

θraetaOl1..:1.の方が K::>rdsaspaよりもア的しかもバノVアィあるというのであるO

Herodotos IV 5-6にスグーというのは成い基底を有するものと考えられる，

末子 Kolaxaisより王族スグーチャ族が出チャ校長-初の王 Targitaosの三子中，

末子 I三1・iとがイラ γの三子中，θraetaona Scolotoi校の物語は，ているとある

スグーチャの Targi-人の租となっているというイラ γのザーグと同じであり，

この雨者が μ 三重に強きもの 11 でだからである Oθ1・at::taonaはイラ yのtaos 

筆者の理解する Kdl・dsaspaに語義上からも最も近いものといえあるとすれば，

るであろう O

(¥'.010)， を兄弟として生れたがUrvaxsaya を父としKdr;:>saspaは θrita

Vid. 110にみえる Ahllra生地について示唆に富むものは Vicl.1!1.11Iであろう。

l¥'lazdah所造の 11多くの牧地を擁する Urva11 は Yt.19引にみえる μ 多くの牧

1
1
7
S書官、
4
7
h
z
T
2
1
9
4
h
a
-
-
}
F
t
F童
書
曹

E
a
E
E
E
E・
軍
司
喝
事

apffa唱
孟

F
a革、
tJ量
T
E
￥

f
i
l
-
-

(Sist♀nの Ha1l1un湖に1主ぐ河川中のー〉に比定すべきものUrvaua /1 地を擁する

(Chrbtensen， Lc PrCl叫erChapitre du V cndidad p. トの西市に営る地域であろうへプで，

UrvarJaとについては KayUs と33 f.; Hcrzfcld， Z(山市tcrand his World p. 750 f.) 0 Urva 

この地域にUsaaanなる二形を有していることを参照したい。とが Av.Usall 

貨に主たるべき運命にあるものとして Urvaの王なる語義をもてるものこそ，

の渓Kablll この地域の東北につらなるの兄弟 Urv勾sayaである。Kdrdsaspa 

Vicl. 1:1によsnちと結びつける地域である，谷は Vicl.1:1において Kdr::>saspa

.Anra MainYllは針Ahura Mazd江hが Vaek::>rdta地方を倉山宣したところ，ると

ノぐブそれが K::>l・dsaspaにイ寸;思したとあり，をつくり，Xnadaitl pairik江抗的に

一諸課は Vaek::>r::>taを端的に Kaplllと課している。 Vaek::>rdtaが /tvayu ラウィ

これをカーブノVに比定するの創造したるもの/1の詞たるはいうまでもなく，

の立

を友IJし

と註されているj

Vayllの別司ヲ Vata

GrBtl. 20613-11 (ここては更に K~-lvluIst:J.n 

この地域を占めたグシャーナ王朝の貨11停に

Pah1. Vid.および

場は，
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円
H
ド

白
じVaek;)rdta ( Christensen，ρp. cit. p. 30)。たもののあることによって裏付けられる

Vayuに供犠していYt. 15~日リにてかれがとの関係は，K;)rdSaspa とKaplll 

の子たる火Ohrmazcl として，herpat じっかれが Kapulることや (d.¥"t. 5.17)， 

(ataxs)を殺し (PahlaviRiv:l)"J.t accomp・Dat山 tani denik G5f(・)戎いは傷つけたるも (Dk:M・

l¥Iadl・a-即ち協悔!償罪して赦されたとあることによっても立詮される，別コ f.)， 

Z企

'
4
1
3
R
1
3
4
4
3
4
S湾
Bale--zR

もこの，勅において坪K<3f・<3saspaであった (¥"t.] :)105) ように，vえkaカミ aearapaiti 

J/(..救義と聞係のあった herpat<ae8rapaitiであることが明らかとなろう。

本来かれが Rudra=Carva/ Av. の待人の一面は，Kdl"asaspa 上京取扱える

戎いはそれSaurva崇拝の mairyaであるか乃至は Vayu崇拝のそれであるか，

手手火殺義とも関連し祭文を低請するらに近い存在であるかするとともに，

そして Vayu敬圏乃至 Vayll天の性格ae8rapaiti をも策ねていたのであろう o

i~; 

と針比すYt. 131•111 これをYt. 15刊にその一面を描出されているので，は殊に

K<3rasaspaが本来属していた人的結合からE統派ザ救圏に受容されるときは，

a
e屯
e
'
r
e
t
4
・a
，

‘，. 
、-かつてのかれの救胞より京到するおそれのある諸災厄に針し，るとともに，

れをj被う堵墜としてそのブラワシが崇められていることがわかる (¥Vibn伽， Vayu 

またこのことは Yt.131.10と同じ構成をもっ Yt.13
J川における l¥1a8-1 p. 108 ff.)。

aesrapaitiとし即ちかれにおいても，にも適用することが出来よう，ravaka 

従って本来からすれば J155vaにて祭文の低請を一般能ともしていたかれは，

その Asavaと針立的にあるのではなくして，、‘，，
Js

 

hu 
l
 

、，e・
J

•• 
噌

E
A-

ゐ
E
L

，
 

、、且，，，、、よりて聴される敵意げ

a~ðrapaiti であったこそ11JU陀をl位諦するものとして(光J局、 t.859) かれと等しく

もまたヌドポの殺胞から引きかくして Mat9ravakaと解せらるべきものであり，

と等しい取扱いをうけたK;)1・;)saspa離されてかれ一人のみず救闘に受容され，

筆者は更に別の角度よ u~皇究ここに見られるかれら問者の関係を，のである。

しなければならぬ (¥Viucllgrcn，r brlekiJltr:1cht lmu Mtinchskuttc.…ilt Oricl1talia SlIccan:t IT ~/.f， 1九

。orf.参照)。
それはその話~誌であるが，の家名 Samaまず以て重要なことは K;)rdSaspa

を意味するものとさ

の名

ddJR色"

;ぅi¥rachosiaにいた θ(1.lwvoiOt旗(古代ペノレシア訪れノJ

とともにの異形 *syama(01名おY;-Lmaka1=[二lにあら)

Sama れている。
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であっても， このことを何ら妨げるものではない。 さきに取扱った印度の

Karêlsãspa たる Kr~加も同義であって， その通俗語原説的解明は周知のよう

に Mahabharataや BhagavataPUrãl戸に試みられている。この Kr~l~a の黒色

の義はこれまたさきに胸れた Rlldraとも関係するもので， Aitareya Brahmal戸

V 14と註によれば，そこに登場する μ暗色の衣をまとえる人1/ とは Rudraの

こととされている。 Ruura-Civa 反の VI・atyaたちの grhapati が暗色の衣服を

昔している (Lヰyaya.nacrauta Slitra VIII 61~ と註参照)のは，かれらの vrãtapati たる

Iミudra(Katyayana cr. Sutra XXV 51と註 Acvaray:macr. Sutra II 1:16 と註)のまとえるこの

暗色の衣服に倣うものであろう o ところで， この黒色または暗色の系統は

Karasaspa以外に Yt.13に登場する或る種の人名にも見られるのであるo こ

れについて筆者の特に指摘したいことは， Yt.13の傾向が寅在または紳話博設

上の人物を翠げてそのブラワシを崇めるというにとどまらず，古い祭式供犠上

の職能能目をも擬人化して同様のことを試みているということである (Vendryes，

:MSL. XX 27:3; Nyberg， Religionen des nlt飢 Ir:mp. 178 c. n. 2; Wika.nder， Der af. M沿merb.p. 83 f.)。

この見地からすれば，必要の前には戎る程度いかなる固有名詞の創造も不可能

ではなかったであろう o そこでまず MarJravaka(¥'t. 13105) をみるに， その父は

SaimuZIとよばれているが， これは等しく色彩名を前介として構成され，草敷

届格においてのみ在設される一連の合成詞形人名中の一つであり，それらをダ1]

製すれば次の通りである(草数属格):S込imuzois，Sayuzdrois， Syavaspois， Daw-

ramaE85i三， Avaraostroisである。いずれも AirWb. のごとく Iに終る女性詞を

後分とするものではなくして aに終る男性詞を後分としそれが合成詞的 iを

附加されたものである (midraー→ aiwi.midri のごとし oF山k，Zur Il叫

gricchischen NominalbildW1g p・ G~ 一一上掲人名については Compo必s p. 32 f.参Jtの。それ故
① 

に後介は軍一詞としてはそれぞれ mllza-，llzdr・a-，aspa-， mat;sa-， ustra- でなけ

ればならぬO 就中，最初の二諾についていうと，その前分 sai，sayは AirvVb.

1569 ff.; Compos匂 pp.19， 32 f.; Pokorny p. 582 などに反して， むしろ IE.

長ie，'ki・に属せしめるべきものと考える。この語根は 11時次色11 を意味し各種

の語形をU民生させているが (Pokomyp. ))41)， それらは決して黒一色ではなくし



28 五 十 周 年 記 念 論 集

て，暗色を基調としたニユアプ久に富める色合である O 殊にイラ y語の借用と

みられる Arm.seav (cf. Av・syava)が黒色のみか，暗色をも意味していることは

興味がある O さてこの語根よりの源生詞 Av.*syama (先掲)に劃-し同義語 Av.

samaーが併存するのに準じ Av.syavaに針し市sava を想定することは可能で

あろう。そして Syav-aspiに倣って*SaV-lllllZi， *SaV-llZdriを考えれば，その v

は次に7京る唇音 (m， u) との問に異化作用を起してそれぞれ S五imllzi，Say-
予

e-一

ι
J
t
t，
p
d
n
t津
島
明
↑
￥

llzdriとなるべく，或いは申saVllをそのまま用いても牢savlI>申sa(v)lI>*sallとな

!

1

1

1

 

り，その uと衣に京る唐音 (m，1I)との聞には同様の異化作用が起るから結果

は全く同じである。そうすると Mar9ravaka の父も μ 暗色の臓をもつもの

(Saimllzi) 11 として色調においては， K<:)r<:)sãspa の家名 Sãma や Kp:~I~a のみな

らず Rlldraやこれを vratapatiと仰ぐ vr五tyaたちの grhapatiの服色とも通

向

ずることがわかる。

然らば，これらの人物に繰りのある"暗色"とはいかなる性格をもつもので

あるかというに，まず以てそれが祭司階級の色でないことは註4に則した通り

であるが，これに肯定的ー解答を輿えるものこそ GrB(l.32ト q で，それによる

と暗色の衣服が農牧階級のものであることがわかるu K匂a剖r<:)凶S江asド凶a(侭S江am川1

y
h一
字
句
再
判
制
可
ituFhuh-ea九
点
ゐ

4
4
h
d賞
対
訴
は
湾
い
偽
正
F一三
p
k
e
v島

I
 

B-------a 

-

11M I 

るが故に/)や Kp~t戸も， この黙に閲する限り，農牧階級と至大な闘速をもつ

のであって，またそれはかれらがいずれも恨 (Av.gac3瓦/01.ga【la)の持主とさ

れている(上設 I九 4)ことともよく契合する， けだし悦棒は防街地なき農牧F官

級者が容易に入手しうる武器だからである。そしてこの武蒋はイヅド・イラ γ

文化圏においては特殊なつながりを以て， その所持者を端的に第二階級(職てI~ 

階級)に押し上げるとともに， この戦士集聞の統率者を壬者にのし上げている

のである。終末の日に Karasãslはがよって以て Dahãl・~'lを討・つべき ga却を

栴 Lて Dえtastani d~nïk 37!'7は gat gavsar 11牛Ht"といって第三階級と第二

階級との連開を示し， 戎いは Kr~t)a が遁鼠 rp牧ニたの問で成長し (Mahal ，harata， 

Bhag:川f・tPur正明)， Kurlls (じyl・1Iりにも fril;f来のことカイ専えられ(11じ川lot州)， その

他 Sasan，S五h1汎Ihr，0111・maZtl し・ずれも行停，ふ)，
V 

] I'~il・ïtlün (， -1・"ret0J¥<'"θraetaona-一一討n.;一、、、

Tha'五Iil.i e(l. Zote山cr~ p. :::1) などにも類似のことのあるのは，ド日開?級の密憾なつな
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がりを示唆するものでなければならぬ。

イラ yにおいてはこのことは，第三階級が兵力供給の源泉となって完全自由

な貴族即ち本来の戟士階級に針し，摩倒的な量的J七重を以て戦士集闘の形成に

寄輿.していた事寅に基づくものとみるべく，この際封建制下にあるこの半自由

な農牧者は，貴族を人的結合の統卒者とし相会して一つの戦士集闘を構成して

いるわけである。イラプにおける，いわば図民皆兵制ともよばれるべきこの制

度は，筆者によれば， Asyatkar i Zal・eran~ 24にこれを伺うことも出来るよう

に思われる:

闘に宣れよ遁騎に宜れよ，アナーヒターとワブラーム火とを崇めて守るべ
ぴ，~

きマギ人のほかは，十歳より六十歳に至るまでは，何ん人たりともおのが

家にとどまるべからず，と。

Vistasp 主がずラスシュトラの教えに改宗したのを恐 uその信仰於棄を迫る

ArJasp王を滋え討つために， Vistasp壬の下した大動員令中の一節である。舞

蓬はザ殺の開創をめぐる宗敬戦争ではあるが，その精神なり帝11皮なりは安息朝

盛時のものであり Yast 諸書に断片的に{事えられる古英雄叙事詩と Sãllllãm~ih

にみられるそれとをつなぐ中間模子であるo OPers. karaが 11Heerげであると

ともに 11Volk"であったり， アプラ紳 MiOraが軍紳であるとともに農牧市申で

あるのもこの間の事情による。最後の場合については東方墜論集第三 pp.127 

-126所哉の拙稿を参照されたく，またミユラの車には vazraは一本なるも，

容易に入手し得且つ多数化を建前とする|姑 (gaaめにヨミつては貨に千本も積載

されていることを注意したい (¥'t.10131f.)。 この第三階級と第三階級との戎るー

而における熔融は Kr~l~a やイラ γのかれたる K<lrasãspa において農牧者的な

而と戦士階級的英雄としての面とが粂具されている所以を樺去するものである

が， 筆者はこの連闘において今一皮さき i二胸れた刊laについて述べねばなら

ぬ。 Kr~l}a を崇める grhapati のもつ pratoda と本質的には IliJ ーのものたる

Rudra-C'iva源の kccinが携えているこの gula は Av.Sl山 'ra云;江iに相等するが，

この 5乱川五 とは aぷ北;批tr瓦(0α1.a吋守ポ作1廿r江

hvバ江r'lw川a)" が A川hll川1I川l日ral¥1azχ抗d品1凶凶a引泊hより十搾受けられ， よって以て大地を鱗張せる牧密兵
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はいずれも帝にして武器たるものである (Vid.九10>11118)0 hvaswa， suwra， astr五

イマの築光王イマのよって立つ基盤が第三階級たることを暗示するとともに，

Kardsaspaによって捕捉されたが Var:Jgan烏の姿で飛び去ったとき三度目に

とある結に一つの解決一一一イ?を帝王とし同じく第三階級を苓盤として立つ英

9

弓

t
i
e
d
v
L
i
r
k
-酔
L
E
S
E
-圃
担

Z
1
.

をその戦士集圏の統率者とみることによってーーーを輿えるとと推 Kdrdsaspa

K;，rdsaspaの戦士的性格をも反顕するものでなければならぬ。もに，

筆者はさきにl¥1at9-ravakaの宗教史的背景が Kd1'dSaspaのそれと同ーまたは

今やここに Masravakaの父 Saimuziと類似のものであることを鬼て来たが，

K;)I・;)saspaの家名 Samaとにみられる語義 μ暗色"より出後してそれが農牧兵

かかる集圏の員子としてのであることを知るとともに，集圏の色(象徴的〉

l¥fasra-従ってわれわれはの鞍士的性格を明らかにするに至った。Kdrdsaspa 

Kardsc1spaの持っかかる性格の何程かを頒つことを許されるvakaに針しても，

一

回

岡

田

たる11マ γ スラを請するもの"推測を逗しくすれば，のではなかろうか。

の一面であるかも知れないのであl¥lasravakaとは herpatとしての Kd[・dS五spa

!l! る。 μ暗色"またはiI黒色"という色調に集約せるこれらの階級的(第三階級)，

別の観黒占から考察しても宗救・枇曾的ならびに地織的(東イラン)諸関係は，

また肯定されるように思われる。

を以てかれ自身およ

その否定形たる OI.adhriguは本筋としては

純戦士階級たる Indraとそれを取巻く戦士集圏 Marllt(本来は第三階級なるも)

drirll 11貧者"ザラスシュトラはガーサー殺聞において

びその政闘員を詮わしているが，

とを示している(Wikander，lJer n.r. Mfuuばrh.p. tiO ff.; Widengren， op. cit. p・u8.ff.， p. !)()， n. ~)。

そのとよんでいるが (Y.336)， ザラスジユトラはみずからを zaotar(OI. hotar) 

東イラソにおけるかれのガーサ一教関中に第三階級出身の弟子が多数ことは，

カミ Indra 01. auhrigu しかのみならず，いただろうことと少しも矛盾しない。

Av. driruが第三階級を一一ー

しかも宗救・枇曾的な意味において一一一あらわしていただろうことは，前ずラ
rv 

ユシュトラ的現象ということが出来よう o 換言すれば，

Marutとをあらわしていることから察すると，と

印度と密接な宗教・祉

合的関係、にある東イランの第三階級は古い奔火数回の一基盤でもあるとともに，

jll 
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特殊な関連において戦士集圏の長をも支えていたのであろう o

以上詳細にわたって取扱った Yt.13の M5.r9ravakaを行停の MahrL)kと比

較すると， 前者が敬度なず数徒たるに針し後者は敬皮なず敬徒 Artaxsel・一社

に敵射していることがわかるとともに， この間の矛盾を解くために行俸の宗政

史的地位如何という課題に直面しなければならなくなる。

行俸が傾向としてマグバト (m山田IlXl.t一一以下M. と略記)系ザラスシユトラ数
ぴと

的であることは，枇曾階級を翠げるに際し morumart11マギ人"を首位におい

て自滅を示していることによって明らかであり(~ 10)， この黙は，向おへーノV

パト (herl況は一一以下H. と略言己)系たるを失わぬ Art五iViraz Namak (AVN.)が
(i~ 

XIV (K !:lO folio {l v. l. 9仔.)において H.，Artestar (戦士)， M.， Vastryoおn(農牧

者)， Hutuxsagan (商工者)の順に奉げ，或いは 1，(K ~O ~決)にても H. が M.

に優付.し IIlfJ (K ~O f. 4 r. l. 17ーf.4 v. 1. ~)は II.を首位におくも M. を皐げてい

ない黙と掛照的である。 AVN.の M.敬圏に射する批判は I..(K 20 f. 2 r. 1. 1~ ー

H)によくあらわれている。就中，行(専のこの性格は Kirm壬または lIaftan-

boxtに劃・する取扱い方に最も明く伺われ，不寛容となれる M.敬圃の面白躍如

たるものがあるのである O

行停によるとー一一Artaxsel・が Kurd族を討って歯獲品を Parsに運ぶ途中，

Kirm壬の Haftanbc)χtの軍勢がこれを掠取して居城 Gozihranに投し去った。

Artaxserはこの uzdes(~ nl)を討たんとして却て Haftanboxtが伏兵のために

敗績し，再度攻めてまた成らず，かくするうちに今度は P五rsは χn'n1の Mah-

1・õk が Artaxser を襲うたのである (~8D)0 Artaxserは Gozihran城より軍を

撤し草騎逃れてさる二兄弟の家に到ったところ，かれらはこのl1zdesを呪い，

uzde s-parasta kan を勝利者たらしめた惑癒を呪うのみか(鮒)， さらに慰めてい

うにはυ・…・・焦心焦慮し給うなかれ，イ可となれば Ohrmazdと Amahraspand諸

紳はこれが策を求め給うて， この揺魔 (Kirm主)をしてこの僚にさし許-し給

うことはないからである，というのは， Dah五kとツラ γの Frasiyakおよび孫

林の亜鹿山が櫛勢を以てして猶お且つ紳はこれをよしとし給わずしてい・…これ
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を|怠淡不顕ならしめ給うたからである" (101)と o Artaxsi:.:rはかれらの献策を

容れてこれを倒すに先立ち， かのJ¥tlahrokを獄し(108)， やがて二人を件い法

閥ホラッサン人に扮して Gozihran城に到り宮仕えを願い出た ouzdes-parastakan 

( 111)はかれらを参入させたが Artaxserは城外に兵を伏せ Kirm王が毎日

のしきたりに従ってかれのすすめる牛と羊との血を呑まんとして閉口するや，

問髪を入れず，熔鍬をその日中に注いだ (117)0 Kinnは二つに裂け (119)城内

は大混笛Lに陥り，城外の伏去は介圃の狼煙をみて馳せ参じ大殺数を加えたO

ArtaχSEI- はかの城を破却し・・・・・・七ワブラーム火をその地に安置した (1~:J)ーーー

とある。

Kirm王が AziDahaka に擬せられていることはいうまでもなく，その魔的

存在たることは~ 101のみならず， ~ 119によっても明らかである。けだし

j-¥ VN. 17 (一部は K コ0敵・・・・・・1420f.2r.1.3) にも亜歴山の末路を殺して

H
A
w
v
d
q
、F
J

J
!
与

h
a
4

4

f
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かれはイラン閥の 附阿らとl¥1a勾g忠別仰1I叫叩l刊中p凶〉

閥の員.旋とイ小、主らをして下相目;五R瓦:に怨惜と不和のなかに投じ，みずからは裂け

て地獄に奔れり

とあるからであるO 行博も端的に軍艦山をもって AziDahakaおよび FraI'Jras-

yanと同列においている。行惇のこのキノV ム壬討伐が印欧紳話における龍討伐

のモチーフとともに，熔微を以てする紳問裁判の思想 ((~rHù. ~~!"j f.; A VN. 110= K::.!O 

f. ::! r. l. !)'-1:J等参照)を合んでいることはいうまでもなく， この後者の思想は後
害

説草歴山諦にも龍討伐に依用されているコしかのみならず， Ki1111主は llzdes，

その廷庄は uzdi:.:s-parastakan11 lIZ( li:.:s奉仕者"とよばれている。 uzdes はE統

j反ザ秋岡よりみた異教的偶像をさし，その洞堂lIzdes-匂r/ -tacarは特に var

Ceとast(SizjGanzaka)のそれを指すのが殆んどの例となっている。また行博は

Vahram G;)r時代の成立とみられる大マダノぐト職 (magllpatanmagllpat)を以て

時代仙諜を犯し Artaxser一世の君!則にあって常時輔仰の責に任ぜしめている

が， これまた行俸がマグパト系のものであることを認するものであるO

しかるに，行博はかかる反ー由.において， カノ νとしての書きつけられた聖典

は杢く聞知していない。なるほど首席山への呪叩.を以て Artaxserを慰めてお
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り， この黙においてもかれをザ殺的戦士としてはいるが，Eli歴山による聖典焼

却などのことは全然記していない。しかのみならず，すべての事物が p五rs中

心に観察され，首都としてはただ Staxr(~ ~)のみを知り， Farnbar火の洞堂を

最も重要な墓所としている(~ Gli) 0 AVN. 114.16 (K ~O f. ::! r. 1. 16ー1i;f. 2 v. J. 4-13) 

は公舎を同じ火の洞堂に召集しており， しかもそこに集うものは ι1~11ぺlastßal'・

にして， Siz系のものたるマグパ l、は見えず (Iuff.)， また Virazの繋が霊界を

遁歴する七日七夜の閉その楊側に侍していた人々のなかには， なるほど (1)

luazdesn五n，(2) den-dast，1aran， (3) herpatal1， (4) magupatan (1119 =K  ::!O f. 4 r. 1. 5-i) 

があるとして magupatを埋まげてはいるが Virazの震が野[界に還蹄せるを祝

福せし人々のなかには，戎いは(1)と(2)(I1I，=K  :JO f. 4: r. 1. 1~ー13)，或いは (3) と (2)

(IIJ6=K  ~O f. .1 r. 1. li-f. -1: v. 1. 3) を皐げるのみで(4)は終に翠示していないので，

IIwの(4)magupatanが原本にあったかどうか疑わしい。 また I ，~ (K:!O f. !:! r. 1. 15 

-16) においてすでに?ギ人 (magugmart)は dastl1ar <lenとは流阪を異にす

る旨が明示されているのである。しかし AVN.は Apastakと Zal1dとに言及

している(15= K ~n欠 III1ニK ::!O f. 3 v. 1. !:!Oーf.4 r. 1. 8)黙において， DkM. 405 f. 

や ibid.411 rr. (GrBd. ~14) と同じ M. 系統の惇統をとりいれてはいるが，前記

のように Pars中心， H.系統のものを基盤としていることは否みがたく，これ

に照して行俸を顧るならば， ¥Vikander， Feuerpriester p. 133仔.のいうように，

行俸が M.系統の要素を含みつつも， 11.偉統 Pars倖統或いは Staxr倖統に

属するものであることは否み得ない。検言すれば，行博においては M.系ザ救

化が未だ頂期に達してはいないのである。もしこれが徹底化しているならば，

デーソカノV トやプ Yダヒシュンに見られるごとき慨裁をとったことであろう，

邸ち行停の冒頭において

碗林の亜歴山が放後イラン闘には 240((;出u.:21413 : 00) のノj 、主ありき(~ 1) 

というにとどまらず，すすんでかれが焚書の罪を児問.したことであろう(~ 101 

参照一ーそこには M. 化がよくあらわれている)。 およそlE統仮ず敬の惇統がイラン

惇承のすべてでないことは，前者によって怨惜の的とされる亜歴山が，イラン

人の人気を博したとみられる斑際山諌(Pseudo-Callisthenesり作士パフラグィ一語に
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シリア諸課て体不j:: E. A. ¥Va.Ilis Budge， Thc 1 Ii昔toryて改作せるもの。七世紀の成立にかかり，

と婚しその後継者としダリウスの娘 Iミoxaneof Alexandcr thc Grca.t)においては，

紳として崇めようとし

戎いはまた歴史的悌陀が Vid.191・2・はに

GrBcl. 18611_12 には 11惑魔・{弗 (BlIt)はドjJおいては悪魔 Bliitiとして整場し，

かれの像のなかには菩薩 (Booasaf)とし

戎いは A，秒五tkari Zamaspik VlII 6・

には μ支那は大岡なI:J・・・・・・そこに住する人 φは・・・・・・{弗を崇め，

度において人々の崇むるものにして，

-ta巧」
w'釦
明
也
局

V
1
6

とし1し"'，て崇めらるる精霊やどりであり円

死するときは魔

(菩薩記〉や Balauhar1I Booasaf 

〈バラヲ J 、ノV と菩薩)等においてはかかる取扱いの行われていないことによっ
@ 

ても明らかであろう。
崎、

哨

司

Midra 放後イラン人はこれを

ていることによっても明らかであり，

て整場しているのみか，

Booasaf N amak 徒となる"とあるに拘らず，

このように行惇においてはマグパト化がその窮局にまで及んでおらず， Staxr 

イ専統が筒、お強く脈縛っていることは kaiくAv.kavi都競の濁特な使用にもこれ

を知ることが出来る (Wikander，op. cit. p. 165 託)0 行 1専~ 42に

かの女ら高叫をかれ (Artaxser)来りて， 二人の女の坐しおるを見たり，

11おそるる勿れ，

:11' 

Darai主より出で給う御身，Sasall家に屈しなして日く，

-アノレタクシェーノV よ・・・・・・"バーバクの子なるカイ

その系譜はサーサ-:;/を通じてダリクArtaxserは kaiを冠稀され，とある。

このことは行停 ~3 にてサーサーユに還蹄するもそれ以上には、湖っていない。

yのl租がダリクスの子ダソクユ (Darai Darayan)にとどまっているのと同じ
111: 

をして一大役割lを演じさViStasp であるo Parsに局限せる諸惇承は Dar五iと

Tabari， Annales ed. clc Goejc 1 868 f.の惇える Mihrせるのを特色としており，

そしてこViStaspとを有している。Narseの場合もその組先中にニダソヲスと

とのつながりはどこにも求められkavi の系統の諸惇承においては Avesta的

。'ljえば GrBd.232 しかるに?グパト惇統に属する系譜作製においては，ない。

Avesta的 kaviに湖らせているのである。周サーサ-:/王朝を10-1グコように，

この kaviはマグノぐト・アウェエタでは Kavata以下八人に限ら

この kaviにつながりをもたぬ Artaがer-----'、ヵーマユジュ朝の

知のごとく，

れているが，
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kai稀腕を冠自身また問主朝の王名 A1'taxsa8raを名乗るかれに需統とされ，

マグバト・アゲェメタの影響を受けぬ，より古い P五1'sせている行停の態度は，

行惇の宗教史的地位は今やきわここに至って，停統の特色を示すものである。

めて明瞭となった。

1-1-行俸の Artaxserを史上のかれと針比しなければならぬOそこで筆者は，

惇のかれが敬度な正統j反ザ救徒とされていることは引例するまでもない。また

を結集し Tansarをしてそれデ-:/カ )Vトはかれが分散していた文書 (nipek)

原本を Sizに置いて騰本を流布させたとか， Tansar を Apast瓦kと合併せしめ，

これらの記事の異の性格と共に宗教上の停承を再び侠興したとか惇えている。

Fι 

それによれば M.敬はも~ikander， op. cit. p. 134仔.によって明らかにされた，

その制定によって多くのイラ圏が H.殺圏の偉承を吸牧しておのが上に移し，

はじめて文字によって固定された，γの古英雄諒が排除され或いは改編され，

nipek(ihめなる誇が使用されている所以である，これ Apastakに針し針立的に

そしてその際 H.惇承上の諸英雄を M.系ザ敬の英雄に擬制し，怒意的に聖典護

われわれ嘗面の問題にとって持の役を引きうけさせたというのである。事寅，

かれが敬慶なず救重要な Artaxsel'・について正統源ザ数以外の典擦をみるに，

むしろかれが殺伐なアナーヒタ一敬徒であ徒たるを諾するものはなにもなく，

かれの祖父 Sasanにしてからがすでに Staxrのアナーることを惇えている。

この王ヒート洞堂のへ -JVバトであったといわれているように (Tah:ui1 814)， 

Artaxser一世も熱心な女紳崇拝朝は最初期以来斯紳崇拝と密接な関係にあり，

吊すことを誓ったりしてい者にして敵の頭を該神殿に吊したり (Tabari1 819)， 
正
予

{44必
電
事
主

それ故に M.停統が H.惇承(東イラ γ乃至 Pars惇承)を自る (Tabari1 818)。

Artaxser一世をかの K;}r;}saspaや Ma8ravakaの減のなかに吸牧するに及び，

しかも行俸のこのザごとき正統探ず数の宗教戦士としたことは明らかである。

その頂黙に及んでいるも数化はさきにも種々の事情を皐げて指摘したように，

そこには古い Staxr停承一ーマグパト化を兎れた古イラ γ停承のではない。

マグバトの制定を免れた

gnち古い東イランの界火激的英雄として，

一ーが少からず露呈されている。それ故に筆者は，

が本来の姿において，Madravaka 

絡
将

a

b

L

碕

A'

l' 
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l¥falu"llkの名において行惇に整場していると主張することを許されるであろう。

本来はともに正統波ザMahrokとを(井せ考えると，しかもここに Artaxserと

そのうちの Artaxserのみを白浜に殺と針立する古い奔火殺徒でありながら，

かの Yt"13においてと針立せしめる行惇のあり方は，引き入れて Mahrok

を白糠に引き入れてそれぞれの人物のかつての数胞l¥fadl・av五kaやK~r~sãspa 

そしてそれとと者と封立させたやり方と軌をーにするものといえるであろう。

GrBιL 23111 この行停の反ザ敬的 lVlahrokが論じ去ってここに到れば，もに，

Notarの子として Masvえk なる Pizallu形にてl¥1anuscihrの孫，-1.1において，

もはや読明を用いずして明らかであ整場し Uza/jの謹組となっている所以は，

ろう。

l¥falu・okは Parsの Zn'l11にいたことがわかり，行惇~ 89によると最後に，

行俸の形は Zrahmな益n・はこの地名の針鷹形として Gahramを奉げている。

これについてはまたそれが東イラ y方言であることも明らかである。るべく，

さらにZ幻ranka>Z刀r悶ranヨan叫子幻η3芸.五Lお)/D臥)r悶削削.司加a則ngl
Yamとその妹卸ちそれによると，GrB(l. 228!I_llを参照するも興味がある，

女互いに妻となり夫となって男は Aspikan，Vamakより一組の男女が生れ，

C先mJからU民生しAptya (Av. A()wya. / 01. といったとあるo Aspikan は Zrysnm

これは(1)χari50111か， (2) +Z1""nm印ち女名の方をみるに，た家名)は拾いて，

を介して(2) は ~ZrahamZrahol1lであろう。 (1)は牢Zal・50111の樽批なるべく，

ηargonlは χrahomの音位碍拘形寧Zar-さらに牢χrahmに湖るものであろう。

との習会形とみとその異形として考えられる旬以onl(pahroIll: pasom参照)hom 

と同じものであることは否定いずれにしても行俸の χrahmることが出来るQ

(地名と人名との別を論外とすれば)。東イラ y と特別な関係にある出来ぬ

9
2
-
r
f
L
毛守
4
1
4

χrahmにい fことされるYam (Av. Yima/OI. Y川 a)に斯名の一女があるのは，

Madravaka)が東イランーーそこには古い惇統を誇る非火殺義l¥iahrok (< Av . 

この貼よりするが従えていたー一一に澄併せることをIT{{'示するものというべく，

ぬIl1si(1 (< Y amset)が I"arnhar火ー --rti"い惇統を十一)Parsのへールノ Jト

の火ーーーの崇拝者とされていることは興味あることとし、わねばならぬ(Jbuu'1-

も
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アノ1 'J クシェーノlf-j俸の宗教!J:!.n']-_.背景(伊藤) リ7

FJ.qih， sibl. Gcngr. Arab. V :2-1:G; Mas'udi， Ml1rug IV 75)。

Tグミ

はなかろうか。人名 11忌taruiが 01.ãhit記rii と同じ構成を有して IIJ)~の崇拝儀軌をさだめ護持ナ

るもの"(Wi¥叩川cr，llcr ar. .:¥1iilmcrb・p・77tf・)を意味することは軍要である。 Muh企i目して H・ii.

JlIU記iのf-l¥t.l，7 ra vakaとつらなるカ・にみえる Iほstarniもまた奔'人数義と闘連を有するのである 3

そして cl:istaを前分とするたに:つの人名111の今←ぺ)のものたる Da古tayaniをみるに， ¥'t. 1011 i-: 

E主

(l) Kn.または行{専と略記)~は N川herwi\n 本による。

，(2) Sn.と略記。その他， m界itt用の略記披以外に間意すべきものは:

Air¥Vb.: Barthnloll1:l.e， Altir:l.nisches ¥Viirtcrlmch ; 

ApI. Herzfeld， Altpersischc Insehriften ; 

Composes: Duchesnc-(jl1illcmin: I.es Comp川白 del'Avesta ; 

DkM. : Denkart ed. by l¥tuhn ; 

Grsd. : BlUUbhisll ed. IJy Allklesaria ; 

.:¥layrhnfer : M:l.yrhofcr， Kurzgefasstes etymnlogisches ¥V，δrtcrhuch des Altindio;chen ; 

Pokorny : Po¥ωrny， Jndn包むrlll:lnischesetyll11・logische昔 、Vi'lrtcr¥】l1ch.
(:3) 東京大原:辻直四郎教授版。救援の好意を特記して翻f意を茨したい。

(1) 例せば Vi<l.415や V.Li凡は前者を， B:1hm油¥'ast 327 は後者を示してL、る。 この lhh.n・に

おいては黒加の衰をまとえる弟子 (havist)百五十人を引具する PisiyiiO;Ulは師であり lかも

CrBd. 31
8
-

9 や DkM. ~()-I: 16-17 によれば祭司階級の服は白色とあるから，二この熱火が:1ド察司階級

のものたるは明らかであり，その師もおそらくは同断であるだろう。

(5) Av・IllUZJ.と， 木来より μ噛11 そのものをあらわすものとされる J .:1t. 11凶lρ同B引lu叫凶山当. l;汁r.di;礼ルl

(υJIes守y戸ch.)等々 (伊I日hl山ck勺， n叩lドl.cit. p. 17:{参照)との関係.JJX t、は Mysi・1(小夜棚田)産の臨の謂 (mus.-

Ills一一lIerzfe1d，Zor作品tcr仙 .(1his ¥Vor1d p. oliJ c. n. 1t，) としての1.:1t. Ill ltll凶等々と cr)~~(，f:はイミ

明なるも，おそらくは胞のごときものを意味するのであろう。註(6)参照δ

(6) ここで注目すべきは aeOrap:liti衆 hamiopaitiたる :¥ladrav互いは.その父の名町imuiiを介L-C

':¥{lIzaに闘遁をもつかにみえる。¥'1.131ぬによると

MlIh 閣の M山火なる Par:i.dasll1aが子型 I耐 arniのブラワシをわれらは崇b

とある。 Muia閥の Ml1Za人 (.:¥luiaheMl1hyi <hihhous)なる表現は，そのなかに'1.¥在のもの(研IJ

えば小アジアの Mysia イランの *muciya=Ol'crs.JII:lciy吋をさぐる試与を徒待に師せLめるので

はl(:lraSaSpo1Jl1'. .. . . y0 山花 l山 lJ.vascolllastayan日i量 H ダ・ーシュタヤーニの子らを殺したるグノレサース

パ4:"とあり<lal:va官官 hlUlll(01. sünu) によって lliï~t;lyãlli の mairya (¥/1.¥/1: 1各を明らかIニしてい

みところから推i¥llJ.-tると， 同じ前分をもっ I瓜三tãrni も本来はアグニなる火の I~'名をもっ奔火激幽

の闘員たりしものをザ敢に吸牧して， かのl¥{;i，Jmvabや Iω肉、むpaに到すると同じ待遇を興えた

ものであるかもしれない。

{7) おなじく東イランに崩する }j言l‘ニるソグド語の lirrws(1、)がバーり語 bl1iJ.. 1、hu (OJ. I，hikl?uく

I，hil、早川e: 01. lJhaj / Av. bag "似つ，授ける 11 ) のtL45語としC}ti¥，、ら，tLーといるのもニの温産てある
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五十周午記念論集日常

(¥Videngren， op. cit. p. 59 c. nn. 1， 2)。

章・節の分ちプjはJamaspAsa.本による。(8) 

菩薩記は Nihayatu'l-irahの著者がIllnu'I-Moqa仇・によって紹介しているが (Rmwne，JR八日.1 fluO 

それによるとp. ~lC f.) 
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安息朝.:F.Fa.rra;t'・an(非歴史的)の若き主子 H'iaasaf (脹史的仰陀を諸味する)は厭tlt隠遁の心や

寓話暫愉がさかんに援用λがたしかれと父王と臣下との聞にこれをめぐって論議が交わされ.

Jtt'za--pa--a

・‘....... ，zs
宅・・r
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ついに王子は説得されて・王女と婚し，父王の震後王位を纏ぐ。夫妻は高齢に及んでー・される。

これが安息王朝最後の子 Ardavanて出】る子を儲けたが，

とし、うのである。

解説するまかの有名なパノレラアムとヨーサパト物語の典擦をなすもので，パラウハルと菩醸は，

この物語の直接的典雄は散逸Lたパアラヴ、4一語本のシリア語課 (ζオしは今に侍存-nでもない。

このほか Fihri~t 1. c.の前にはアラブ語諦も存する (Kitallll'1-1引もちろん，である。

KitalJU '1・sudd(仰陀の書)なるものが載っており，内容の紹介はないがマグパト系統のものでない

ことは推察fH来るの


